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本年は,私共の大学にデンマーク語学科が設立されてから丁度20周年に

なります。この記念すべき年に学科誌 IDUN 7号を皆様に邦届けできま

すことを,学科研究室スタッフ一同たいへんうれしく存じます。

すでに各方面から,7号が欠けているので送付して欲しいとのご依頼を

頂いて邦ります。実は本誌は隔年刊ですので,前号が出た翌83年は休刊の

年でした。続く84年は,いろいろの事情で刊行の運びにいたりませんでし

たが,スタッフ 3人で『現代デンマ【ク語入門』を,さらに菅原さんは

『北欧神話』を出版いたしました。 84年はまた,新しく併置されるスウェ

デン語課程の準備もあって,ただただ忙しさの中にあたふたと過ぎてし

まいました。それに加えて,本誌編集の実務を担当している菅原さんが文

部省在外研究員として10月から10か月にわたってアイスランドとデンマー

クに出張したことも,7号刊行を遅らせることになってしまいました。そ

の上,私が84年の暮れから心ならずも病気がもになるという悪条件が重な

り,研究室としては授業を行うほかの余力はありませんでした。

では,続いて学科の様子をお伝えいたしましょう。

一番大きな出来事は,何といいましても,長年の要望がかなって,昨85

年4月に前述のスウェーデン語課程が発足したことです(学生定員10名。

デンマーク語課程と合わせて 1学年25名)。そして学科全体の名称も,「デ

ク・スウェーデン語学科」と改められました。ンマ

学科の拡大とともに本年4月忙2人の新しい同僚を迎えることができ,

スウェーデン語に清水育男講師が,またデンマーク語には新谷俊裕講師が

着任しました。清水さんは東京外国語大学の出身で長らくウプサーラ大学

で研究を積んで戈りました。新谷さんの方は私共の学科を卒業してからコ

ペンハーゲン大学に留学していました。

この足かけ5年問に客員教授の顔ぶれも入れ代わりがありまして,

IDUN VⅡを出すにあたって
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Henrik Galberg Jacobsen (81-83年), Anne-Mette lpsen (83-85年),

そして昨年4月からは Nina MφⅡer Andersen となっております。次号

が刊行される頃にはまた次のヂンマ【ク人と,そして新しくスウェーデン

人の客員教授を迎えていることでしょう。

このようなスタッフの増員後は食事時に広い共同研究室を使用しなけれ

ばならなくなり,大世帯になったことを強く実感させられています。その

中には,毎週飛行機で高知から文字通り飛んで来て下さるスウェーデン語

講師の Astrid Meier-wichmann さんも混うて,2 つの言語が食卓を飛

び交います。美しいメロディ【で歌うようなスウェーデン語とスビ【ディ

【で語尾をのみこむようなデンマ【ク語を耳にする時,姉妹語とはいえ,

その述いに驚かされます。

私たちの食卓ではそれぞれデンマーク語なりスウェーデン語なりを話し

て北たがいに理解し合'つているわけですが,学科の学生たもには前期(1,

2年次)で両言語を同時に学習できない制度となっております。といぃま

すのも, ク語とスウェーテン語は隣り同士で似ていそうで似てぃチ・ンーマ

ないところも数多くあるため,初心者は両言語を混同してしまう恐れがあ

るからです。それぞれ専攻言語の基礎が固まった後,後期3課程(3,4

年次)になって他の1つを学習させる計画です。

次に,学生たちのことですが,従来にも増して多くの者が春,夏,冬の

休暇に北欧へ出かけていきます。そして,中にはデンマークの folkehφj-

Skole (いわゆる国民高等学校)に 1週間から 1か月ほど滞在して,短期

間に言語や習慣,生活の雰囲気などを身につけようとする者も少なくあり

ません。加えて,毎年デンマーク政府の奨学金による留学生も1~2名あ

ります。また,昨年からはノルウェーからの奨学金を得る学生も出始め,

今午も女子学生がべルゲン大学に留学しました。どうやら,新たな分野の

開拓が始まっているようです。

卒業生の中には以前から外務省に入り,北欧各地の在外公館で活躍中の

ものもありますが,最近もう1人,女性外交官が誕生してフィンランドに



赴任しました。その他,商社,旅行社に勤務して北欧に駐在するなど,大

学で学習したものを直接生かすものが増えてきています。

ΦUN 7号を刊行するにあたりまして,以上,遅刊の邦詫びと学科の近

況などを邦知らせいたしました。本号は言語,言語教育に関する論文を5

編収めて北りますが,読者の方々の率直なご批判を願って筆を祁きます。

1986年9月4日上海にて

大阪外国語大学デンマーク・スウェーデン語学科

教授岡田令子
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